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本報告書 は開発事業 に先 立 ち実施 され た埋蔵 文化財発掘調 査 の記録 です。

本調 査 で は道 路 状 遺 構 な ど中世 を主 体 とす る遺構 。遺 物 が確認 され た ほか、都 城 跡 の周 辺

部 にお け る初 めて の調 査 事 例 とな りま した。この報 告 書 が行 政 の一 資 料 と して だ け で な く、

様 々な場 で活用 され 、地域 へ の関心 を深 め る手助 け となれ ば幸 いです。

最後 にな りま した が 、多 大 な ご協 力 を賜 りま した各 関係機 関並び に市 民 の皆 様 方 に深 く感

謝 申 し上 げます。

平成 21年 3月
都城 市教育委員 会

教 育長  玉 利   譲

例 言

1 本書 は平成 19年度 に都城市教育委員会が実施 した、宮崎県都城市五十町 1058番 地 2外 に所在す る人幡城遺跡

の発掘調査報告書であ る。

2 本発掘調査 は都城市 が事業主体 となる臨時地方道整備 事業 「市道 中尾 472号 線拡幅工事」に伴 うもので あ り、

発掘調査か ら報告書作成 にかけての業務 は都城 市教育委員会が実施 した。調査期 間は平成 20年 1月 9日 ～ 31日

調査面積 は157ピ であ る。

3 本書 に使用 した レベル は海抜絶対高であ り、基準方位 は真北 である。

4 本書 に使用 した遺構 略号は次 の とお りである。

SB=掘 立柱建物跡  SC=土 坑  SD=溝 状遺構  SF=道 路状遺構  SY=竪 穴状遺構  P=柱 穴

5 本書 に使用 した出土遺物の分類・時期 比定は下記文献 を参考 としてい る。また遺物説 明に記載 した文献番号は

下記文献 と一致す る。

文献 1 森 田勉 「14～ 16世 紀 の 自磁 の形式分類 と編年 J 1982貿 易陶磁研 究第 2号

文献2 上 田秀夫 「14～ 16世 紀の青磁碗 の分類」 1982貿 易陶磁研 究第 2号

文献3 小野正敏 「15、 16世 紀の染付碗、皿 の分類 とその年代」 1982貿 易陶磁研究第2号

文献4「 中世後期 にお ける貿易陶磁器 の様相 」 2002日 本貿易陶磁研究会

文献5「概説  中世 の土器・陶磁器 」 1995中 世土器研 究会編

文献6「 九州 陶磁 の編年J2000九 州近世陶磁 学会

文献 7「 愛知県史 別編 窯業2中 世 ・近世 瀬戸系」 2007愛 知県

6 調査及び報告書作製 にあたつて次の諸氏・諸機 関の御指導・御協力 を得た。記 して感謝 申 し上 げます。

矢部喜多夫氏・武 田浩明氏 。来畑光博氏・山下真一氏・米澤英 昭氏・久松亮氏・栗 山葉子氏・山下大輔 氏・

カロ覧淳一氏・下 田代清海氏 。中村友 昭氏・武 田信也氏・佐 々木綱洋 氏・大盛祐子氏 (都 城市教育委員会 )

臼井健一郎氏 (都城 市水道局 )

都城市道路公 園課 ・都城市水道局・宮崎県教育委員会

7 記録類や 出土遺物 は都城市教育委員会 において保管 してい る。
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I 調 査 経緯・経過 0組 織

調 査 経 緯

平成 19年 9月 14日 付 け都 道 第 166号 にて都 城 市道 路公 園課 よ り、臨時地 方 道 整備 事 業 「市道 中尾

472号 線 J予 定 地 内 にお け る文化 財 の照会 が都 城 市 教 育 委 員 会 文 化 財 課 に あ つ た。当該 地 は周 知 の埋

蔵 文 化 財 包 蔵 地 「人 幡城 遺 跡 」内 に あた るた め、市 文 化 財 課 は 10月 9日 に確 認 調 査 を実施 した。そ の

結果 、溝 状遺構 、陶磁 器 片等 の 出土 が確認 され (註 1)、 市 文化財 課 は市道 路公 園課 に対 し平成 19年 10

月 12日 付 け都 教 文 第 294号 にて 、当該 地 の一部 に は 良好 な状態 で遺跡 が存在 して い る 旨を回答 した。

この結果 を受 けて 、都 城 市 よ り宮崎 県教 育 委 員 会 へ 平成 19年 H月 28日 付 け都 道 第 244号 にて文化

財 保護 法 第 94条 第 1項 に基 づ く埋 蔵 文化 財 発 掘 の通 知 が な され 、県教 育委員 会 よ り平成 19年 12月 3

日付 け0850-7-151に て工事 着 手前 の発掘調 査 が必 要 との通知 が 出 され た。

そ の後 、県 教 育 委員 会 通 知 を基 に協議 が進 め られ 、補 正 予算 の議 会 承認 を経 て 、工事 に よ り遺 跡 に影

響 が及 ぶ範 囲 (157ざ )に お け る発 掘調 査 の実施 が決 定 され た。

註 1 都城市教育委員会2008「 人幡城遺跡」『 市内遺跡』

調 査経 過 I

平成 20年 1月 9日 、重機 を使 用 した表 土層 の 除 去 よ り調 査 を開始 した。1月 11日 か ら12日 にか け

て人力 に よ り遺 物 包 含 層 を掘 下 げ、13・ 14日 に は遺 構 検 出状 況 の写真 撮 影 。測 量 を行 な った。ま た文

化財保 護 法 第 99条 第 1項 に基づ き平成 20年 1月 18日 付 け都 教 文 第460号 に て宮 崎 県教 育委 員会 に

調 査着 手 を報 告 した。1月 13日 よ り29日 にか けて は遺構 の掘 下 げ、記録 作業 を実施 し、29日 には都城

市水 道 局 に よ る調 査 区 内水 道 管 の 閉鎖 。切 断 が行 な われ た。1月 30日 、調 査 区全 体 の 写真 撮 影 を実施

した後 、31日 に現 場 を撤 収 し調 査 を終 了 した。発 掘 調 査 にお け る遺 構 実 測 図 の 作成 は発 掘調 査 作 業員

の協 力 の 下 に近 沢 恒 典 が行 い 、東 壁 全 土層 図 の作 成 に あた つて は 中村 友 昭 氏 の支 援 を得 た。遺構 等 の

写真撮 影 は近 沢 が実施 した。

調 査 終 了後 、文化 財 保 護 法 第 108条 に基 づ き平成 20年 2月 5日 付 け都 教 文 第 478号 にて都 城 警 察署

へ埋蔵 物発 見 の届 出 を行 い 、平成 20年 2月 19日 付 け都 教 文 503号 にて県教 育委 員 会 に発 掘調 査 の終

了 を報 告 した。

整 理 作 業 は調 査 終 了 直後 よ り開始 した。遺 構 の製 図 は 「 トレー ス くん」(株 式 会 社 CUBIC)を 使 用 し

近 沢 、新 屋 美 佳 が行 ない 、遺 物 実 測 ・製 図 は近 沢 、奥 登根 子 が実施 した。また遺 物 写真 撮 影 、本 文執 筆 は

近 沢 が担 当 し、「Adobe 11lustrator CS3」 (ア ドビ シ ステ ム ズ株 式 会 社 )を 用 い て編集 を行 つた。

調査

「

織
人 幡城 遺 跡 発 掘調 査 の調 査組 織 は以下 の とお りで あ る。

平成 19年度 (調 査 )

主 体 都城市教育委員会

教育長 玉利譲

教育部長  岩崎透

文化財課長 高野隆志

同主幹   新宮高弘

同副主幹  矢部喜多夫

同主事   近沢恒典 (調査 )

同嘱託   斉藤麗子 (庶務 )   ′

調査作業員 猪ヶ倉重光 今村まさ子 奥利治

木村七郎 武石重利 永 田義晴

平成 20年度 (整理・報告 )

主 体 都城市教育委員会

教育長   玉利譲

教育部長  岩崎透

文化財課長 和田芳律

同副課長  常盤公生

同主幹   矢部喜多夫

同副主幹  乗畑光博

同主査   近沢恒典 (整理・報告 )

同嘱託   斉藤麗子 (庶務 )

整理作業員 奥登根子 新屋美佳
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

都城 盆 地 は九 州 南 部 内 陸 に あ って 、霧 島火 山群 の東 南 の麓 、宮 崎 県 南 西 部 か ら鹿 児 島 県 にか け て広

が る。そ の起源 は列 島形 成 時 の陥没 帯 と され 、基盤 層 は 四万十 類 層 群 で あ る。周 縁 に は標 高 400m程 度

の 山地 が連 な り、内部 に は シ ラス台 地・成 層 シ ラス 台 地 な ど火 山噴 出物 に よ る地 形 形 成 が発 達 して い

る。周 囲 よ り流 入 す る河 川 群 は盆 地 を南 北 に貫 流 す る大淀 川 へ と収 束 され た後 、北 縁 山 地 を抜 け宮 崎

平 野へ と至 る。都 城 市 は周 縁 山地 を含 む都 城 盆 地 の 大 半 を 占 め、市街 地 は盆 地底 南 部 の扇 状 地 が 中心

となってい る。

人幡城 遺 跡 は市 南 部 域 に展 開す る成 層 シ ラス 台地端 部 に立 地 して い る。大淀 川 と横 市 川 とに よ り侵

食 形成 され た この台地 は、標 高 180～ 190mと 東 へ緩 や か に傾斜 しなが らも、東 西 約 2 km、 南 北約 211m

と広 い平 坦 面 を もつ。台 地 下 との比 高 差 は約 20mで あ る。台 地 に係 る代表 的 な遺 跡 と して は北 縁 の横

市川 流 域 にお い て加 治 屋 A・ B遺跡 、坂 元 A・ B遺跡 、平 田遺 跡 な ど縄 文 時代 ～近 世 に わ た る各 期 の遺

跡 が確 認 され た横 市 地 区遺 跡 群 と、台地 南東 端 の人 幡 城 遺 跡 と重 な る都 城 跡 が 上 げ られ る。ま た大淀

川 を挟 ん だ盆 地 底 で は、近 世都 城 の統 治機 関 で あ る領 主館 の周 辺 に て 中央 東 部 地 区遺 跡 群 、人 幡 遺 跡

な ど近 世 を主 体 とす る調 査 例 が 見 られ る。

都城 跡 は都 城 盆 地 にお け る主 要 な 中世城 郭 の一 ち で あ る。台地 端 部 の分 割 に よつ て各 曲輪 を形 成 す

る 「群 郭式城 郭 」で あ り、大 淀川 を背 後 に した本 丸 か ら西方 へ と城 域 を展 開 させ る。主 た る使 用 期 間 は

1375年 (永 和 元 年 )か ら1615年 (元 和 元年 )で 、基 本 的 には北郷 氏 (都 城 島津 氏 )が そ の拠 点 と して

継 続使 用 してい る。現在 ま で城 内 8箇 所 にお け る本 調 査 ・確 認 調 査 が公 表 され 、14～ 17世 紀 の遺 物 と

共 に、大規模 な道 路 状遺構 。掘 立柱 建 物跡 な ど城 郭形 成 に関与す る多 くの遺 構 が確 認 され て い る。

今 回 の調 査 区 は大 手 口 「中尾 口 (大 手 )」 に比 定 され る JR日 豊 本 線 中尾 踏 切 の 隣接 地 に あた る。東

側 には絵 図 に見 られ る空 堀 が 明瞭 に残 存 して い る。

遺跡 位 置 図
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都城跡平面図 (ノ 巻ヽ孝夫1991を一部改変)

|
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図2 周辺地形・調査区域図
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Ⅲ 調査の記録

1。 ‐地形|こ1層1序||■||||■■|||||||■||||||||||||||||||||■ |||||||||||||||||||||||‐
本調査区は台地縁辺に位置 してお り、現地形は調査区南→東へ と緩やかに傾斜す る。調査前は舗装道路及び畑

地 として利用されていた。基本的層序は次のとお りである。

I層 :灰褐色二・・・砂質 ,現耕作土

Ⅱ層 :灰 色土・・・・砂質 ,桜 島文明軽石 ごく微量

Ⅲ層 :黒色土・・・・霧 島御池軽石 ごく微量

Ⅳ層 :黒褐色土・・・霧 島御池軽石 ごく少量

V層 :´暗褐色土・・・霧 島御池軽石多量,Ⅵ層漸移層

Ⅵ層 :霧島御池軽石

Ⅶ層
´
:黒色シル ト・・粘質

またⅦ層直下には鬼界アカホヤ火 山灰層が確認 され、都城盆地における台地上の基本層序 と共通す る。肉眼で

確認できた火 山灰は上位 よ り桜島文明軽石 (桜島起源 01471年
)、 霧島御池軽石 (霧 島火山御池起源・約 4200

年前 )、 鬼界アカホヤ火 山灰 (鬼界カルデラ起源・約 6300年前 )の 3種であった。(以 下、「文明軽石」、「御池軽石」、
「アカホヤ」 と略記する )

I層 は近現代の耕作土に該当す る。その直下層はⅡ～Ⅵ層であるが、層位 の逆転などはなく良好な堆積状況で

あつた。 この点か ら近現代の造成 によ り、南→東へ と大きく傾斜 していた旧地形が削平 され、緩やかな傾斜へ と

地形改変がなされている状況が想定 された。また現道路及び水道管による攪乱 も遺跡 に多大な影響を与えていた。

退情検 出はⅢ層 中～Ⅳ層上面が中心 となる。だが東壁土層断面では I層 直

下にr遺構土層 が観察 されてお り、遺構構築時の旧表土面は さらに上位 で

あった と判断 され る。遺構埋土は灰色がかった色調 とやや ざらつ く砂質的な

感触が 目立つ。都城盆地における近世遺構の埋土は灰黒色砂質土が主体 とさ

れてお り、本遺跡の遺構埋土 と共通性が高い。

,■1章1構|こ1章1物|||||||||||||‐ 111111111■■||=11111111
概 要

出土遺構は調査面積が 157」 と些少であったにもかかわらず、掘立柱建物

跡 10溝状遺構 20道路状遺構 20竪 穴状遺構 4・ 柱穴 490土 坑 1と 多 く
の遺構が確認 された。出土遺物は総数 96点 で小破片が大半を占め、その時

期は日 代から近世までと幅広い。
図3 土層模式柱状図
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試掘3号 トレンチ
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1/100
SB01
長軸方向N-9°  E/側柱。一面庇/

柱間数(桁 ×梁)4× 2/

規模 :身舎8.00× 3.70m。 庇7.97× 0.88m/

桁行柱間 :身舎1.892.01me庇 1.092.06m/

梁行柱間 :身舎 1.751.94m・ 庇0.85-0.88m/

面積 :身舎30.71ぽ・庇7.83ポ /

柱穴径 :身舎31-56cm・ 庇24 42cm/

柱穴深さ:身 舎20-90cm・ 庇12-40cm/

10備前l雷鉢 (P18)
橘 目5本 1単位・縦→斜→横/

胎土 :暗赤褐色/

色調 :黒灰色/16c末 -17c代 ?/文献5

0                        1 0cm
|

1/3
C

1618m

図 6 SB01(本 文 6P)

掘 立 柱 建 物 跡 (SB01:図 6)

調 査 区 中央 に て 確 認 され た 。調 査 中 に は 認 識 で き ず 図 上 復 元 した 建 物 跡 で あ り、調 査 区 外 へ と広 が

る。SD0 10SF0 10SY0 100 2と 重 複 す る が 、検 出 状 況 よ り SF01→ SB01、 SB01→
SY02と 捉 え られ る。ま た P10041間 の 柱 穴 は 水 道 管 敷 設 に よ り破 壊 され て い る と考 え られ た 。

建 物 の 長 軸 方 向 は 南 北 、桁 行 4間 、梁 間 2間 、東 側 に庇 を もつ 。P18よ り16世 紀 末 ～ 17世 紀 代 と

考 え られ る備 前 橘 鉢 片 1点 (1)、 18世 紀 代 と考 え られ る薩 摩 碗 小 片 1点 、壁 土 の 一 部 と考 え られ る粘

土 塊 3点 が 出 土 して い る。

溝 状 遺 構 (SD01 002:図 7)

調 査 区 中央 にて検 出 され た。SD01002は 始 点 に て接 し、相 対 方 向 に調 査 区外 へ と伸 び る溝 で

あ る。長 軸 ・南 北方 向 は東 側 空 堀 の方 向軸 と共 通 し、空 堀 と連 動 す る 区画 的 な役 割 が考 え られ た。SD
01002の 前 後 関係 は不 明 で あ るが 、Ⅶ 層 上 面 を底 面 の 中心 とす る台 形 状 断 面 の 01に 対 し、02
はⅥ 層 中で浅 く皿 状 で あ るな ど形 状 は異 な る。共 に遺 物 は 出土 して い ない。

SD01は SY01～ 030P50と 重 複 す るが 、検 出状 況 及 び 土 層 断 面観 察 よ り SD01→ SY
と捉 え られ る。埋 土 は基本 的 に ほ ぼ 同一 の様 相 で あ る。実測 図 に は反 映 され て い ない が 、土層 C一 C'の
最 下層 304-1層 直 下 にて薄 い 11層 の堆 積 が確 認 され て い る。また 1～ 3層 04層 05～ 8層 の分 層

状 況 よ り、複 数 回 の掘 削 も想 定 され るが 、埋 土 は 同一 相 を示 す た め、そ の確 実性 は低 い と考 え られ た。

EOF地 点 の高 さ と距離 8.65mよ り求 め られ た平均 勾配 は 3%で 、北 へ と下 る。この勾配 は地 形 の傾 斜

と整 合 し、地 形 に沿 つた構 築 と理解 され た。ま た未 開放 の方 向へ傾 斜 して い る点 、浸透 性 の低 い と考 え

られ るⅦ 層 が底 面 とな る点 か らは、一 定 期 間 の 帯 水 が 予 想 され る。だ が 土層 堆 積 にそ の様 相 は認 め ら

れ な い た め、溝 内へ の水 の浸入 は軽微 で あ り、掘 削後 早 急 に埋 め戻 され た 可能性 が考 え られ た。
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一
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ヨ
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０
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一

Ш
　

　

α
一
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SD02
長軸方 向N-5° 一E/

長さ(1.27m)/

幅 :検出面0.260.68m・

底面 :最大幅0.44m/

深さ0.060.31m

3

Ｃ
一

E:160.510m

F:160.767m

A

1615m
A'

|ト

C

1616m

肝
日
＝
Ｈ
＝
Ｈ
＝
＝
Ｌ
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
Ｌ

試掘4号

トレンチ下部
o                  2m

1/60

1-1暗灰色土 :しまり強,御池軽石。文明軽石微量

12暗 灰褐色土 :しまり弱,文明軽石少量

13暗 灰褐色土 :しまり弱,文明軽石ごく少量

1-4暗灰褐色土 :しまり弱,御池軽石・文明軽石ごく微量

2 黒褐色土 :しまり弱,御池軽石。文明軽石ごく微量

3 灰褐色土 :しまり]会,文明軽石やや多量

4-1黒 灰色土 :しまり弱,御池軽石・文明軽石ごく微量

4-2黒褐色土 :しまり弱,御池軽石◆文明軽石ごく微量

図7 SD01002(本 文6P)

5 黒色土 :しまり強,御池軽石少量

6 黒褐色土 :しまり強,御池軽石ごく微量

7-1暗褐色土 :しまり強,御池軽石。文明軽石少量

7-2暗褐色土 :しまり強,御池軽石少量

8 暗灰色土 :しまり強,御池軽石。文明軽石少量

た
、

SD01
長軸方向Nl°  E/
長さ(11.07m)/

幅:検 出面0.841.12m・

底面0.18-0.46m/

深さ0,71-0.86m

SD01(北から)

SD01 002(北 から)

-7-



SF01
長軸方向W67° 一N/

長さ(7.78m)/

幅:検出面2.903.86m・

底面0。27-0.41m/

深さ1。 131.75m

サブトレンチ

ｍ

Ｆ

＝

＝

＝

日

＝

Ｈ

Ｌ

Ｆ

＝

＝

＝

＝

＝

＝

Ｌ

′ハ

サブトレンチ

硬化面

A

161.7m

4司
、

鷹× 靡 言;譜二:私 J、1白L蒟;[‖眈 認色調:褐色 ~~~~  
碗D群 /15c/文 献1・ 4

0                        1 0cm

1/3

B

161.7m

D'

4-2ヽ_コミ

6-4

6-1

6-2

D

162.lm

161.6ml

1-5

6-10

7-2

3-10

6-10

8-1

11黒 灰色土 :しまり強,御池軽石・文明軽石ごく微量
1-2黒色土 :硬 質,御池軽石・文明軽石少量一第3硬化層
1-3灰色土 :硬質,御池軽石。文明軽石やや多量一第3硬化層
1-4暗灰色土 :しまり強,文明軽石ごく微量
1-5黒灰色土 :硬質,御池軽石ごく微量,文明軽石ごく少量―第3硬化層
16黒 褐色土 :しまり強,御池軽石ごく少量

21黒 灰色土 :しまりやや強,文明軽石やや多量
22暗 灰色土 :しまりやや弱,御池軽石・文明軽石やや多量
2-3灰褐色土 :しまり弱,砂多量
2-4暗褐色土 :しまりやや弱,御池軽石微量
25暗 褐色土 :しまりやや強,御池軽石・文明軽石少量
2-6黒 色土 :しまりやや弱,文明軽石に黒色シルト(Ⅶ層)ブロックが混じる
2-7暗褐色土 :しまりやや弱,御池軽石ごく微量
2-8暗褐色土 :しまりやや強,御池軽石,文明軽石少量
29黒 灰色土 :しまり弱,御池軽石・文明軽石少量
210黒色シルト:しまりやや弱,文明軽石微量
211黒褐色土 :しまり弱,文明軽石ごく少量

3-1灰 色土 :しまり弱,御池軽石・文明軽石ごく微量
3-2黒灰色土 :しまりやや強,御池軽石ごく少量
3-3灰 黒色土 :しまり弱,文明軽石少量
3-4黒 色土 :しまり弱,御池軽石漸移層(V層 )ブロック少量
3-5黒灰色土 :しまり弱,御池軽石。文明軽石ごく微量
3-6黒灰色土 :しまり強,御池軽石。文明軽石微量
3-7灰 褐色土 :しまり弱,御池軽石・文明軽石ごく少量
3-8黒灰色土 :しまりやや強,御池軽石。文明軽石ごく少量
3-9暗灰色土 :しまり弱,御池軽石。文明軽石ごく少量
3-10黒色土 :しまり]会,御池軽石。文明軽石ごく微量

図 8 S

4-1黒灰色土 :しまりやや強,御池軽石・文明軽石ごく少量 =SF02
42明 灰色土 :しまり弱,文明軽石少量 =SF02
43黒 色シルト(Ⅶ層)ブロック=SF02

5-1暗灰色土 :硬質,文明軽石少量―第2硬化層
52黒 灰色土 :硬質,文明軽石・御池軽石少量一第2硬 fヒ層
5-3黒褐色土 :硬 質,御池軽石多量―第2硬化層

61黒 色土 :しまり弱,御池軽石漸移層(V層 )ブロック少量
62暗 灰色土 :硬質,御池軽石 0文明軽石少量,下部に砂層,上面に硬化面
63暗 灰色土 :硬質,文明軽石ごく微量,上面に硬化面
6-4黒褐色土 :しまり強,御池軽石ごく少量≒SF02(13層 )

65灰 褐色土 :しまり強,御池軽石やや多量
66黒 褐色土 :しまり強,御池軽石。文明軽石少量
6-7黒灰色土 :しまり強,文明軽石多量
6-8暗灰色土 :しまりやや弱,御池軽石,文明軽石ごく微量
69黒 色土 :しまり強,御池軽石。文明軽石少量
610黒色シルト(Ⅶ層)ブロック

71暗 褐色土 :硬質,御池軽石多量―第1硬化層
72暗 褐色土 :硬質,御池軽石。文明軽石多量―第1硬化層
73黒 褐色土 :硬質,御池軽石。文明軽石多量―第1硬化層

81暗 灰色土 :しまり強,砂多量
8-2黒 色シルト:しまり]会,御池軽石・文明軽石・黒色シルト(Ⅶ層)の混合
83御 池軽石

F01(本 文9P)
-8-

SF01 0 02(西 から)
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試掘3号

トレンチ下部

く

SF02
長軸方向N-6° 一E/

長さ(4.91m)/

幅:検出面1.211.55m・

底面0.690,75m/深 さ0.400.57m

A
1616m 6  5

8

10

12-2

|

1/60

1灰色土 :しまり強,文明軽石ごく微量
2暗灰色土 :しまり強
3黒褐色土 :しまりやや弱,御池軽石・文明軽石ごく少量
4黒 褐色土 :しまり強,文明軽石やや多量
5文 明軽石ブロック

6黒褐色土 :しまり強,文明軽石少量,御池軽石ごく微量
7黒色土 :しまり強,文明軽石少量,御池軽石ごく微量
8文 明軽石 :黒色土がわずかに混じる

B

1622m

9  黒色土 :しまりやや強,文明軽石微量
10 文明軽石 :8層より黒色土がやや多く混じる
12-1黒褐色土 :しまり強,文明軽石多量,御池軽石少量一硬化層
12-2黒褐色土:し まり強,文明軽石・御池軽石ごく少量一硬化層
13  黒褐色土 :し まり強,御池軽石ごく少量≒SF01(64層 )

14 黒色土 :しまり弱,御 池軽石多量

く

図9 SF02(本 文9P)

道 路 状 遺 構 (SF01002:図 809)
調 査 区北 東 よ りで検 出 され た。SF01002共 に溝 状 遺 構 内 に硬 化 層 が形 成 され る道 路 状 遺 構 で

あ る。互 い に接 す る両者 の位 置 関係 と硬 化 層 の状 態 か らは、少 な く とも 3回 の形 状 変 更 が想 定 され た。

他 遺 構 との 関係 で は SB01等 の柱 穴 (P18～ 21)と の重複 が確 認 され 、検 出状 況 か ら SF→ 柱

穴 と捉 え られ た。SF01の 西 部 は柱 穴 と重複 して い た た め、検 出面 で あ る硬 化 層 上 面 に留 め、底 面 ま

で の掘 下 げ は行 な って い な い。

SF01は 緩 や か な段 を もち、底 面 が ご く狭 い 台形 状 の断 面形 態 で、掘 削 はⅦ層 まで至 る。埋 土 は硬

化 層 3枚 (10507層 )と そ の 間層 3枚 (2030608層 )に 大別 され る。硬 化 層 は下位 よ り第 1～
3層 硬 化 層 と して記 録 した が 、各 硬 化 層 内 で も土 質 に よ り数 層 に細 別 され 、各 細 別 層 内 で も数 枚 の硬

化 面 が確 認 され た。間層 は ざ らつ く砂 質 的 な感 触 で、下位 ほ どブ ロ ック状 の V・ Ⅶ 層 が 目立つ。

第 1・ 2硬 化 層 は溝 の 下位 に位 置 し、そ の長 軸 方位 は ほ ぼ 同 じで あ り、溝 状 遺 構 の 段 差 部 に形 成 さ

れ る。底 面 と第 1硬 化 層 との 間層 (8層 )に は文 明軽 石 が含 まれ るた め、使 用 初 段 階 で あ る第 1硬 化 層

の形 成 は 15世 紀 後 半 以 降 と判 断 され る。第 102硬 化 層 間 の 間層 (6層 )は 薄 く、一 部 に は硬 化 面 を も

つ 層 (6-2・ 3層 )も 確 認 され る。そ の た め第 1硬 化 層 形 成 後 、使 用 が減 少 しな が ら土砂 が 自然 堆 積

し、そ の後 頻 繁 な使 用 が再 開 され 第 2硬 化 層 の形 成 に至 っ た と考 え られ た。第 2硬 化 層 と第 3硬 化 層

との 間層 (203層 )は 約 50 cmと 厚 い。堆積 状 況 は 自然 堆 積 とは捉 え られ ず 、第 2硬 化 層 を人 為 的 に埋

め た後 、第 3硬 化 層 が形 成 され た と考 え られ た。ま た 第 3硬 化 層 は前 硬 化 層 とは方 向 がや や 北 へ と振

れ てお り、何 らか の理 由 に よ り新 た に方 角 を変 えて道 路 を付 け替 えた 可能 性 が高 い。

遺 物 は 1縄 文 時代 晩期 土器 片 3点 (2)、 自磁 碗 片 1点 (3)、 青磁 小 片 1点 、土 師器 小 片 2点 が 出土 して

い る。縄 文 時代の遺物 は遺構 上位 か らも出土 してお り流 れ 込 み と考 え られ る。

SF02は SF01と 比 べ 規模 が小 さ く浅 い。断 面 形 態 は 幅 広 の 台 形 状 で 、Ⅵ 層 中 に構 築 され て い

る。底 面 直 上層 の ひ とつ で あ る13層 は SF01第 1硬 化 層 直 上 6-4層 と共 通 して い るが 、硬 化 層 は

それ よ りも上位 にて 1層 (12層 )が 検 出 され た。この硬 化 層 は そ の位 置 関係 よ り SF01の 第 2硬 化

層 とほ ぼ 同時期 の形 成 と考 え られ 、SF01か ら南 へ と延 び る分 岐 路 的 な道 路 跡 と捉 え られ る。だ が

SF01ほ どに は 固 く締 め られ て はお らず 、平 面 的 に確 認 で き な い部 分 もあ り、長 期 間 の使 用 とは み

られ な い。ま た SF02の 長 軸 ・南 北 方 向 は SD01及 び 東 側 空 堀 の長 軸 と共 通 し、関連 が想 定 され

る。遺 物 は 出土 して い ない。

SF02(南 から)

-9-



Ｂ
一

サブトレンチ

SY01
長軸方向N12° ―E/

検出面:長軸2.52m・ 短軸(1.67m)/

底面:長軸2.20m・ 短軸1.71m/

深さ0.87m

0                         2m

1/60

SY01(西から)

1黒灰色土 :しまり弱,御池軽石少量
2灰 褐色土 :しまり弱,御池軽石・アカホヤ火山灰・黒色シルト(Ⅶ層)ブロックの混合
3黒灰色土 :しまり強,御池軽石ごく少量,ブロック状
4黒灰色土 :しまり弱,御池軽石少量
5黒灰色土 :4層 に灰・黒色シルト(Ⅶ層)ブロックが多量に混じる
6黒褐色土 :しまり弱,御池軽石少量≒SD01(6層 )

4・ 白磁皿

口縁部外反 /月台土:灰 白色/

色調 :灰 白色/口 径(11.9cm)/

皿E-2/15c後 半 16c/

文献 1・ 4

図 10

5・ 薩摩甕

内面 :同 心円当具痕 /胎土 :灰 褐色 /

色調 :黒褐色/苗代川系/17c前 半?/文献 6

SY01(本 文13P)

SY02
長軸方向N90° 一E/検 出面 :長 軸2.41m・ 短軸2.18m/

底面:長軸2.17m・ 短軸1.84m/深 さ0.58m

0                  2m

1/60

黒褐色土 :しまりやや強,御池軽石ごく少量

黒褐色土 :しまり強,御 池軽石少量,自 色粘土が混じる

黒色土 :やや粘性,御池軽石ごく微量

黒褐色土 :しまり強,御池軽石ごく微量≒SD01(6層 )

SY02(本 文13P)

-10-

60粘土塊

表面:木舞痕 /月台土:植物繊維痕/

色調 :灰 褐色/壁土(中塗?)

0                5cm
|

1/2

70鋼製品

両端欠損/

残存長3.3cm。 幅 1.2cm・ 厚さ0.5cm

日ヽ

　

日

０
日∩
・――――．‐――‐凪川い口‐‐̈

0                        10Cm

1/3

1黒色土 :しまりやや強,御池軽石・文明軽石ごく微量
2黒褐色土 :しまりやや強,御池軽石ごく少量

3黒 色土 :し まり強,やや粘性,御 池軽石ごく微量
4黒 褐色土 :しまり強,御 池軽石ごく少量,灰 がわずかに混じる
5黒色土 :御 池軽石ごく微量

SY02(南から)

図 11
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卜

＝

＝

＝

＝

Ｌ

_SD01

SY03
長軸方向:N-2° 一W/検 出面:長軸2.47m・ 短軸(1.47m)/

底面:長軸2.04m・ 短軸(1.26m)/深 さ0.90m

黒灰色土 :しまり弱,御池軽石・文明軽石ごく少量

黒灰色土 :しまり弱,御池軽石少量,黒色シルト(Ⅶ層)ブロックが混じる

黒灰色土 :しまり弱,御池軽石やや多量,黒色シルト(Ⅶ層)ブロックわずかに混じる

図 12

9・ 瀬戸・美濃系天目茶碗

胎土 :灰 色 /色調 :黒褐色 /

16c末 17c初 頭 ?/文献 7

SY03(本 文 13P)

8・ 青花皿

碁笥底。見込み吉祥文字 (「 寿」)/

胎土:灰 白色/口 径 (10.5cm)・ 底径4.2cm・

器高2.6cm/染付皿 C― Ⅲ/

15c後 半 16c後 半/文献 3・ 4

100土師器小皿

内外面 :回 転ナデ調整/

底部 :回 転糸切離し/

色調 :浅 黄橙色/

胎土 :llnlll以 下の赤色・黒色粒微量/

口径(8.6cm)・ 底径(5.Ocm)・ 器高1.8cm

0                       10Cm

1/3

=

4         
⑩

・ Q・

・

11111:||:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

E==ミ三ア
・4

ｍ

肝
＝

＝

Ｈ

Ｈ

卜

＝

＝

＝

＝

Ｌ

SY04
長軸方向 N10°  E/検 出面:長軸 1.94m・ 短軸(0.62m)/

底面 :長 軸 1.74m・ 短軸(0.56m)/深 さ1.01m

l暗灰色土 :しまり弱,御池軽石ごく微量

2黒灰色土 :しまり弱,御池軽石・アカホヤ火山灰・黒色シルト(Ⅶ層)微 量

3灰褐色土 :しまりやや弱,御池軽石ごく少量
4黒 色土 :しまりやや弱,御 池軽石ごく微量

5黒灰色土 :しまり弱,御池軽石・アカホヤ火山灰・黒色シルト(Ⅶ層)多 量
6暗褐色土 :しまり弱,御池軽石・アカホヤ火山灰ごく微量
7黒色土 :しまりやや弱,御池軽石ごく少量

0                               20cm

1/5

110褐釉四耳壺

胎土:灰色/色調 :暗茶褐色/口 径 :(10.6cm)/

16世紀後半?

SY04(本 文 13P)
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丈

A

0               1m

1/30

図 14P34

15・ 青花碗

見込み釉剥ぎ。高台露胎・

外面荒い草花紋・貫入/

胎土:灰 白色/口 径(13.Ocm)・

底径(5.Ocm)・ 器高4.9cm/

染付碗C/広 東・福建系?/16c?/文 献3

120白磁菊皿

見込み蛇の 目釉剥ぎ・外底 高台露胎 /

胎 土 :灰 白色 /色調 :平L白 色/

口径 (9.2cm)・ 底径 3.8cⅢ・器高2.9cm/

皿 E2/16c/文献 1・ 4

(本文13P)

180薩摩碗

見込み蛇の 目釉剥ぎ。高台露胎・高台見込み に兜 巾/

胎土 :黒赤褐色 /色調 :暗茶褐色 /底径4.Ocm/

1819c?/文 献 6

図16 包含層出上遺物 (本文13P)

130青磁碗 (P43)
口縁部外反湖台土:灰色/色調 :青灰色/

龍泉窯系/碗D類/1415c/文献204

0                        1 0cm

1/3

図15 柱穴出土遺物

(本文13P)

0                       1 0cm
|

1/3

140
瀬戸 0美濃系天目茶碗
(P32)

胎 土 :灰色 /色調 :黒褐色/

口径 (12.Ocm)/1617c?/文 献 7

0                5cm

1/2

19・ 角釘

鉄製/両端欠損/

残存長 5.5cm。 残存幅0.8cm

Ｈ　

　

日

θ

ロ
160備前l雷鉢
胎土 :暗赤褐色/

色調 :黒灰褐色/16c?/文 献5

17・ 肥前系染付皿

口縁端部が肥厚しわずかに外反・内面格子文/

胎土:灰 白色/口 径(13.Ocm)/1卜 19c?/文献6

0                        1 0cm

1/3
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竪 穴 状 遺 構 (SY01～ 04:図 10～ 13)

調 査 区中央 ～南 にて検 出 され た、方形 も しくは長方形 の竪穴で あ る。検 出面 か らの深 さよ りSY0
1・ 03・ o4と SY02と に大別 され る。SD01や 柱穴数基 と重 なるが、検 出状況・土層断面観察か

らsD01→ sY01～ 03、 P43046～ 48→ SY02の 関係 と捉 え られ た。出土遺物 は16世

紀～ 17世 紀前半を中心 とす る。

SY0 10o 3004は 深 さが約 lm、 Ⅶ層 まで掘 削 され たやや深 い竪穴 で あ る。一辺 の最大長 の差

よ り2.5m程 度 の 01003と 2m程 度 の 04に 細別 され るが、凹凸 の少 ない直線 的 な壁 面 な ど全体

的な形状 は共通す る。土層堆積状況 か らは 自然堆積 ではな く、人為 的 に埋 め られ た状態 と考 え られた。

また ol・ 04は 埋 土 にアカホヤ火 山灰 が認 め られ るがⅦ層 中まで の掘 削で あ り、他 の よ り深 い遺構

の排 土 を使用 した可能性 がある。SY01で は青磁小片 1点 、白磁皿 片 1点 (4)、 青花小片 1点 、薩摩

甕 小 片 7点 (5)、 粘 土 塊 1点 (6)、 銅 銭 小 片 1が 出 土 して

い る。5の 薩 摩 甕 は器 壁 が 薄 く、内部 に 同心 円 当具 痕 が残 り

17世 紀 前 半 と考 え られ た。ま た 5に 類 似 す る薩摩 甕 小 片 が

7点 と最 も多 い。SY03で は 青 磁 小 片 2点 、青 花 片 2点

(8)、 瀬 戸・美 濃 系 天 目茶 碗 片 1点 (9)、 中 世 土 師 器 片 2

点 (10)が 出 土 して い る。SY04で は褐 釉 四 耳 壺 片 1点

(11)、 備 前 甕 小 片 1点 が 出土 して い る。

SY02は SY01・ 03004と 異 な り、深 さ が 約 60

cm、 Ⅵ 層 ま で の 掘 削 の 浅 い 竪 穴 で あ る。埋 土 は 010030
04と ほ ぼ 同 じ様 相 で あ るが 、若 干 灰 色 味 が薄 い。遺 物 は用

途 不 明 の銅 製 品 1点 (7)の み で あ る。

柱 穴 群 (図 J40150表 1)

SF01002以 東 を除 く調 査 区 の全 域 よ り総 計 49基 の

柱 穴 が検 出 され た が、SB01以 外 は建 物 跡 と して は成 立

させ られ な か った。SB01構 成 柱 穴 を含 め、6基 の柱 穴 よ

り軽 石 塊 を含 む 39点 の遺 物 が 出土 して い る。

P34は 調 査 区 南 側 B-4グ リ ッ ドに て検 出 され た。平

面形 態 は楕 円形 、中位 南側 に段 を もち、壁 面 は ほば垂 直 に立

ち上 が る。遺 物 は上 部 よ り軽 石 塊 30点 と下部 よ り白磁 菊 皿

1点 (12)が 出土 した。軽 石 塊 は意 図 的 な積 載 で は な く、乱

雑 に投 棄 され た よ うな状 態 で あ つた。

そ の他 の柱 穴 か らは青 磁 碗 片 (13:P43)、 瀬 戸 ・美 濃

系 天 目茶 碗 片 (14:P32)の ほ か、備 前 甕 小 片 1点 (P3
2)(SYび■ J王 薩摩雇 F頚似璃 /J飛

~;F話

丁
「 '~丁

X縄|

悽[:llttΥJ_1[吐 l±il』嵯赳生1_1二li_liJ

包 含 層 出 上 遺 物 (図 16)

遺 物 包 含 層 で あ るⅡ OⅢ 層 か らは、16世 紀 代 の 青 花 碗

(15)か ら18019世 紀代 と考 え られ る肥前系染付 け (17)

ゃ薩摩碗 (18)な ど総計22点 の遺物 が出土 した。

内訳 は舶載 陶磁器 では青磁 1点 、青花 1点 、国産陶磁器 で

は備 前 2点 、薩摩 6点 、肥 前 系 1点 、産 地 不 詳 3点 、土 師器

小片 2点 、鉄片 を含 む鉄製 品 5点 、石製 品 1点 で ある。国産

陶磁器においては、図化はならなかったが新相を示す薩摩

小 片 が 4点 と比較 的多 い 6

番 号 長径(m) 短径 (m) 深さ(m) 備考

0。 32

0。 37 0.52

P4 0.35

0.42

0。 21

0。 22 0。 29

0。 20

0.51

0。 26

0。 20

0。 23

7 (0.31) 0。 23 1縄文土器   |
(0。 16) 薩摩 粘土塊備前

0.27

(0.26)

P24

P25

P26 薩摩

P27 (0。 29) (0。 27)

P28

(0。 68)

0.44 鉄さし

(0.38) 0。 75 瀬戸・美濃系 備前 土師器(中世)

白磁・軽石塊

0。 37 0。 29

P36 0.27 0。 25

P37 (0。 22)

(0。 26) 0。 42

0。 36

P40

0.28

P42 (0。 33) (0。 40) 0`25

(0。 31) (0。 21) 青磁

P44 (0。 29)

欠 番

(0。 33) (0。 27)

SC01

表 1 柱 穴 ・土 坑 計 沢」値 一覧
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Ⅳ まとめ

都 城 跡 は薩摩 。大 隅 か ら上 る主 要 道 が都 城 盆 地 へ と入 る場 所 に あ り、盆 地 にお け る最 重 要城 郭 の一

つ で あ る。主 た る使 用 期 間 は永 和 元 年 (1375)か ら元 和 元 年 (1615)、 文 献 上 で は 天 文 年 間 (1532～
1555)・ 文 禄 4年 (1595)～ 慶 長 5年 (1600)間 の 2度 に わ た る増 築 が認 め られ る (乗 畑 1999)。 城 内

過 去 の調 査 事 例 か らは、上 記 年 代 と若 千 差 は あ るが 、年 代 が 下 るにつれ 城 域 が拡 大 す る様 相 が指 摘 さ

れ てい る (乗 畑 1999)。 城 外 で は 「中尾 口 (大 手 )」 よ り北西 へ約 300m付 近 と想 定 され る 「本 町」・「三

重 町」。「後 町」に て 16世 紀 代 よ り町屋 が形 成 され 、「本 町 Jは 廃 城 に伴 い 、「二 重 町 」。「後 町」は幾 度 か

の変遷 を経 て元禄 5年 (1692)に 領 主館 周辺 へ と移 転 して い る (乗 畑 1999・ 都 城 市 2005)。

本調 査 区は 「中尾 口 (大 手 )」 比 定地 の城 外 隣接 地 に あた り、城 郭本 体 と町屋 とをつ な ぐ場 所 と位 置

付 け られ る。

舶載陶磁器 国産陶磁器

師
の (皿 1) 師嘲 (碗 D)

青 磁

(染付珈3)

青 花 青 花 綺利

陶器 '雨

R"

情鉢
励
甕

観 戸・チ

濃系

口 事

甕A 甕 B
匪

碗 土 瓶

四 事

橋鉢

肥前系

染付皿

不明

1 l

1 2 5

2 1 1 1

1 1

P18(SB01) 1 l

P26

1 1

1

P43 1

包含層 1 1 l 1 2 l 3

計 1 5 1 1 3 1 2 3 2 1 3 1 l 1 3

表2 陶 llk器 器 種 一覧 (言主1) 単位 :(点 )

陶磁器 類 の 内訳 は表 2の とお りで あ る。判 別 不 能 で あ つた青磁 。青 花 。不 明 の項 を除 い た28点 の観

察 よ り、遺 跡 の総 体 的年 代 は 15世 紀代 まで上 る 自磁 碗 D群 、青磁 碗 D類 か ら18～ 19世 紀 代 の薩摩 甕

B～ 肥 前 系染 付 皿 ま で の 間 と捉 え られ た。さ らに 16世 紀 ～ 17世 紀代 に含 まれ る製 品 が 19点 と最 も多

く、主体 時期 は 16～ 17世紀代 と考 え られ た。また陶磁 類 の 中 には褐 釉 四耳壺や瀬 戸・美 濃 系天 目茶碗

な ど、小 片 。少 量 で は あ るが 、一 般集 落 で はみ られ な い 上位 階層 的 な遺 物 も含 まれ て い る。これ ら遺 物

の年 代観 や 特徴 は城 内過 去 の調 査事 例 (都 城 市 2006。 来 畑 光博 1999)と 共通 してい る。

遺構  掘 立柱 建 物跡 1、 溝 状遺構 2、 道 路状遺 構 2、 竪 穴状遺 構 4、 柱 穴 49土 坑 1が 確 認 され た。

遺構 の重 複 関係 に は SF01≒ 02、 SF01→ SB01→ SY02、 SF02→ Pll・ 16、 P

43・ 46～ 48→ SY02、 SD01→ SY01・ 02・ 03が あ る。相 対 的 に SF01・ 02が 古

相 、SY01・ 02・ 03が 新 相 を示 し、SB01(柱 穴群 )は そ の 中間 と把 握 され た。

遺 構 内 出土遺 物 と遺 構 の 状況 をみ る と、SF01は 自磁 碗 D群 と陶磁 器 類 の 中で最 も古 く重 複 関係

と整 合す る。ま た使 用 初 段 階 で あ る第 1硬 化 層 は 15世 紀 後 半 以 降 の形 成 と認 識 され て い る。SD01
は無遺 物 で あ るが 、SD01。 SF02は 平行 す る位 置 関係 、短 い使 用期 間 が共 通 す る点 よ り、両者 の

同時期 性 は高 い と考 え られ る。SYは 16世 紀 ～ 17世紀前 半 の遺 物 を出土 してい る。01・ 03・ 04
と 02と に形 態 差 が観 察 され るが 、重複 関係 で はいず れ も新 相 を示 してい るた め、17世 紀 前 半 の形 成

と把握 され る。SB01は 18世 紀 代 の薩摩 碗 も出土 してお りSYと の重複 関係 と整 合 しな い。SBo
lは 図上復 元 の建 物 跡 で あ るた め、確 実性 が劣 る点 は否 め な い。だ が柱 穴群 全 体 で は備 前 ・薩 摩 製 品

な ど16～ 17世 紀 の遺 物 が多 く、SB01を 含 めた柱 穴 群 全 体 が 、全 時期 に わ た りな が らも16～ 17

世紀 を中心 とす る建 物群 を形 成 して い た可能性 は強 い と考 え られ る。

上記 の様 相 よ り SFoSDを 古 (15世 紀後 半 以 降 )、 SYを 新 (17世 紀 前 半 )、 柱 穴群 を 16～ 17世 紀
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を中心 とす る複 数 期 (15～ 18世 紀 )と 把 握 し、遺 物 の様 相 が城 内 と共 通性 を持 つ 点 よ り、本 丸跡調 査

での時期設 定 :I期 14世紀 中頃 ～ 15世紀 初頭 ・Ⅱ期 15世 紀 代 ・Ⅲ期 16世紀 代 ・Ⅳ期 16世 紀末 ～ 17

世紀前 半 (都 城 市 2006)を 取 り入 れ 、次 の よ うに整 理 した い。

A期 15後 半 ～ 16世紀 代 :SD01・ SF01・ 02・ 柱 穴群 ≒本 丸跡 Ⅲ期

B期 16世 紀 末 ～ 17世 紀 前 半 :SY01～ 04・ 柱 穴群 の主体 ≒本 丸跡 Ⅳ期

C期 18～ 19世 紀代 :柱 穴群

まとめ  A期 の主要 遺構 は道 路状 遺構 ・溝 状 遺構 で あ つた。

「中尾 之城 」確 認 調 査 で は、文 明軽 石 の状況 よ り「中尾 之城 。中尾城 曲輪 及 び 空 堀 の構 築 」が 「15世
紀後 半 よ りも後 」と指 摘 (乗 畑 1999)さ れ てお り、SF01第 1硬 化 層 形 成 時期 との共 通 性 は高 い。S

D01・ SF02は 東 側 空 掘 と平行 す る点 よ り、空 堀 形 成 後 の構 築 で 、城 郭 と関連 した 区画 的 な 目的

が考 え られ た。そ の た め A期 の遺構 は 「15世 紀 後 半 以 降 の城 郭 拡 大」に連 動 す る可 能性 が強 い と考 え

られ 、道 路 の形 成 (SF01)か ら溝 ・道 路 に よる区画 (SD01。 SF02)、 道 路 の付 け替 え (SF
03・ 第 3硬 化 層 )な ど城 郭 に関与 す る開発 が 開始 。継 続 され た時期 と把握 され た。

また確 認 調 査 の トレンチ土層 断 面 (都 城 市 教 育 委 員 会 2008)か らは空堀 に向 か う旧地 形 の傾 斜 が確

認 され てお り、自然 地形 を利 用 した空堀構 築 で あ った可能 性 は高 い。

B期 は A期 とは 一転 し柱 穴群 と竪 穴状遺 構 で構 成 され 、不確 定 要 素 は あ るが SB01な どの建 物群

が主 体 とな る。A期 の様 相 及 び B期 の終 末 が廃 城 と同 時期 で あ る点 よ り、B期 につ い て も城 郭 と関連

した建 物 群 との推 定 も成 り立つ。

文化 。文 政 年 間 (1804～ 1829)の 編 纂 資 料 「庄 内地 理 志 巻 27J「 来 住 口下 長 飯  二 重 町」の項 に

は 「千 今 八 幡 城 に市場 と唱候 所 有 、此所 え三 町 (註 2)よ り式 日に罷 出、御 城 内 士 諸 用 相 整 候 」とあ り

(都 城 市 2003)、 天 正 14年 (1586)以 降 の状 況 と され る (註 3)。 この記 述 か らは城 郭 周 囲 へ の経 済活

動 の場 の拡 大 が想 定 され 、廃城 や 町場移 転 を考 慮 す る と、この経 済 圏 も17世 紀 前 半 に は終 息 して いた

蓋然性 は高 い。

B期 に形 成 され る建 物群 の性 格 につ い て は現 時 点 で は不 明 とせ ざる を えな い。だ が遺 物 の状 況 か ら

は上位 階層 の存 在 が想 定 され るた め、「城 郭 に直接 関与 す る建 物 」「経 済活 動 に付 随す る建 物 」の 2種 に

は集 約 され る と考 え られ た。

C期 に は遺 構 。遺 物 共 に減 少 す る。「庄 内 地 理 志  巻 65J「 南 郷 西 五 拾 町 村 現 地 野 方 小 名 」の項 には

「八幡城  畠野 」とあ り (都 城 市 2003)、「庄 内地理 志  巻 68」「都 城 中尾 口 五 拾 町 之産 」の項 には 「ノヽ

幡城 」「野 屋 敷 Jと あ る (都 城 市 2003)。 この記 述 は 同書 編 纂 期 の状 況 と され 、「野 屋 敷 」とは武 士 階級

に よる開墾 地 的別 邸 と され る (註 4)。 そ の た め C期 にみ られ る遺 構 ・遺 物 の減 少 は、文 献 に あ る畑 地

主 体 の土地利 用 の反 映 との把握 が妥 当 と考 え られ た。

今 回 の調 査 区 は都 城 跡 と町 場 とをつ な ぐ場 所 に あ た り、城 郭 周 辺 部 にお け る初 め て の調 査 事 例 で

あつた。そ の成 果 と して は、明確 な遺構 ・遺 物 判別 の不 足 な どの 問題 は あ るが 、15世 紀 後 半 以降 の開始

か ら16世紀 末 ～ 17世 紀 前 半 の転換 を経 て 19世紀 代 の畑 地 に至 る、城 郭 と連 動 した土地利 用 の基礎 的

把握 が挙 げ られ る。今 後 の課 題 と して は 15世 紀 後 半 か ら16世 紀 にか けて の 開発 内容 、文 献 資料 も含 め

た 町場 。経 済 圏 と城 郭 との 関係 な どが あ り、ま た 今 回 の調 査 で は小 片 ・少 量 な が ら|「ゴ ロ誓代遺 物 も出

土 してお り、今 後 の調 査 に あた つて は 当該 期 の遺 構 に も配 慮 す る必 要 が考 え られ た。
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フ リ ガ ナ

所収遺跡名
フ リガ ナ

所在地 Jヒ糸摯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

八幡城遺跡
都城市

五十市町1058番地2外

31°  42′  52〃

付近

131°  02/ 41〃

付近
2008,1,9--31 157ピ 道路拡幅

種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物

散布地 中世
掘立柱建物跡10溝状遺構20道路状遺構2

竪穴状遺構40柱穴49

舶載陶磁器 。国産陶磁器・土師器
銅製品・鉄製品
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